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『
春
秋
稽
古
』
讀
書
札
記
Ⅲ

祭
名
・
人
名
・
地
名

野
間

文
史

〔
お
断
り
〕
近
く
平
賀
中
南
『
詩
經
原
志
』（
ハ
ー
バ
ー
ド
燕
京
圖
書
館
所
藏
寫
本
）

が
上
海
古
籍
出
版
よ
り
影
印
出
版
さ
れ
る
と
の
報
を
得
た
た
め
、
前
稿
「
讀
書

札
記
Ⅰ

秦
誓
篇
」
を
發
表
し
、
つ
い
で
中
南
の
「
魯
頌
」
觀
を
檢
討
し
た
う

え
で
「
讀
書
札
記
Ⅱ

魯
武
公
」
へ
と
續
け
る
豫
定
で
あ
っ
た
。
し
か
し
殘
念

な
が
ら
未
だ
影
印
本
は
刊
行
さ
れ
て
い
な
い
よ
う
で
あ
る
。
そ
う
い
う
わ
け
で
、

今
集
に
は
「
讀
書
札
記
Ⅲ
」
を
揭
載
さ
せ
て
い
た
だ
く
。

○

本
稿
の
副
題
の
う
ち
、
「
祭
名
」
と
は
、
通
說
で
は
地
名
と
し
て
解
釋
さ
れ

て
き
た
も
の
を
、
中
南
が
「
祭
名
」
と
見
な
す
も
の
、
次
い
で
同
樣
に
通
說
と

は
異
な
り
、
あ
る
表
現
を
「
人
名
」
・
「
地
名
」
と
見
な
す
も
の
を
意
味
し
て

お
り
、
こ
れ
ら
中
南
獨
自
の
解
釋
を
紹
介
し
、
そ
の
妥
當
性
を
檢
討
し
よ
う
と

い
う
の
が
本
稿
の
主
旨
で
あ
る
。

一

「
祊
」
を
祭
名
で
解
釋
す
る
例

隱
公
八
年
經
「
鄭
伯
使
宛
來
歸
祊
」
の
「
祊
」
に
つ
い
て
、
從
來
で
は
地

ほ
う

名
と
見
な
さ
れ
て
き
た
の
に
對
し
、
中
南
は
こ
れ
を
「
祭
名
」
で
解
す
る
。
以

下
こ
の
說
を
紹
介
し
た
い
。
先
ず
は
隱
公
八
年
の
經
と
そ
の
「
杜
注
」
、
傳
と

そ
の
「
杜
注
」
と
を
揭
げ
る
。

【
隱
公
八
年
經
】

三
月
、
鄭
伯
使
宛
來
歸
祊
。
庚
寅
、
我
入
祊
。

三
月
、
鄭
伯
、
宛
ヲ
シ
テ
來
リ
テ
祊
ヲ
歸
ラ
シ
ム
。
庚
寅
、
我
、
祊
ニ
入

え
ん

ほ
う

お
く

ほ
う

ル
。
〔
小
倉
譯
〕

注
：
宛
、
鄭
大
夫
。
不
書
氏
、
未
賜
族
。
祊
、
鄭
祀
泰
山
之
邑
、
在
瑯
邪
費
縣

東
南
。
桓
元
年
乃
卒
易
祊
田
、
知
此
入
祊
、
未
肯
受
而
有
之
。

「
宛
」
は
、
鄭
の
大
夫
で
あ
る
。
氏
を
書
い
て
い
な
い
の
は
、
族
を
賜
わ

っ
て
い
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
「
祊
」
は
、
鄭
が
泰
山
を
祀
る
た
め
の

邑
で
あ
り
、
瑯
邪
の
費
縣
の
東
南
部
に
あ
っ
た
。
桓
公
元
年
に
な
っ
て
よ

う
や
く
、
祊
の
田(

と
許
の
田
と)

の
交
換
を
終
え
て
い
る
か
ら
、
こ
こ
で

「
前
に
入
っ
た
」
と
い
う
の
は
、
ま
だ
受
け
と
っ
て
所
有
し
た
わ
け
で
は

な
い
、
こ
と
が
わ
か
る
。
〔
岩
本
譯
〕
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【
隱
公
八
年
傳
】

鄭
伯
請
釋
泰
山
之
祀
而
祀
周
公
、
以
泰
山
之
祊
易
許
田
。
三
月
、
鄭
伯
使
宛
來

歸
祊
、
不
祀
泰
山
也
。

鄭
伯(
莊
公)

が
泰
山
の
祀
り
を
や
め
て
、
か
わ
り
に
周
公
を
祀
り
た
い
か
ら
、

た
い
ざ
ん

泰
山
を
祀
る
た
め
〔
鄭
に
賜
わ
っ
た
〕
祊
を
、
〔
魯
の
有
す
る
〕
許
の
田
土
と

ほ
う

き
よ

交
換
し
た
い
、
と
請
う
た
。
「
三
月
、
鄭
伯
、
宛
ヲ
シ
テ
來
リ
テ
祊
ヲ
歸
ラ

え
ん

ほ
う

お
く

シ
ム
」
と
あ
る
の
は
、〔
鄭
が
〕
泰
山
を
祀
ら
な
く
な
っ
た
こ
と
を
示
す
。〔
小

倉
譯
〕

注
：
成
王
營
王
城
、
有
遷
都
之
志
、
故
賜
周
公
許
田
以
爲
魯
國
朝
宿
之
邑
。
後

世
因
而
立
周
公
別
廟
焉
。
鄭
桓
公
周
宣
王
之
母
弟
、
封
鄭
、
有
助
祭
泰
山

湯
沐
之
邑
在
祊
。
鄭
以
天
子
不
能
復
巡
狩
、
故
欲
以
祊
易
許
田
、
各
從
本

國
所
近
之
宜
也
。
恐
魯
以
周
公
別
廟
爲
疑
、
故
云
已
廢
泰
山
之
祀
、
而
欲

爲
魯
祀
周
公
、
孫
辭
以
有
求
也
。
許
田
近
許
之
田
也
。

(

昔)

成
王
は
、
王
城
〔
洛
邑
〕
を
作
り
、
そ
こ
に
都
を
遷
し
た
い
と
思
っ

て
い
た
か
ら
、
周
公
に
許
の
田
を
賜
わ
り
、
魯
國
の
朝
宿
の
邑
と
し
た
の

で
あ
り
、
以
後(

魯
は)

代
々
、
そ
こ
に
周
公
の
別
廟
を
立
て
て
い
た
。（
一

方)

鄭
の
桓
公
は
、
周
の
宣
王
の
同
母
弟
で
あ
り
、
鄭
に
封
ぜ
ら
れ
て
、

泰
山
を
助
祭
す
る
た
め
の
湯
沐
の
邑
を
祊
に
も
っ
た
。(

と
こ
ろ
が
、
今
こ

こ
で)

鄭
は
、
天
子
が
も
は
や
巡
狩
で
き
な
い(

と
考
え
た)

か
ら
、
祊
を
許

の
田
と
交
換
し
、
そ
れ
ぞ
れ
本
國
に
近
い
と
い
う
便
宜
に
從
う
〔
實
は
、

許
の
田
は
鄭
に
近
く
、
祊
は
魯
に
近
か
っ
た
〕
よ
う
に
し
よ
う
と
し
た
。(

た

だ
し)

魯
が(

許
の
田
に
は)

周
公
の
別
廟
が
あ
る
と
い
う
理
由
で(

交
換
を)

た
め
ら
う
恐
れ
が
あ
っ
た
か
ら
、
「
泰
山
の
祀
り
を
や
め
る
か
ら
に
は
、

(

か
わ
り
に)

魯
の
た
め
に
周
公
を
祀
り
た
い
」
と
、
體
裁
の
よ
い
言
葉
を

使
っ
て(

交
換
を)

求
め
た
の
で
あ
る
。
「
許
田
」
と
は
、
許
に
近
い
田
で

あ
る
。
〔
岩
本
譯
〕

こ
れ
に
對
し
て
中
南
は
「
經
注01-07b

」
で
「
祊
、
鄭
祀
泰
山
之
邑
」
と
述

べ
て
い
る
の
で
、
通
說
と
異
な
る
も
の
で
は
な
い
が
、
「
傳
注
」
で
は
以
下
の

よ
う
に
述
べ
て
、
獨
自
の
說
を
開
陳
す
る
の
で
あ
る
。

【
稽
古
】05-16b

･17a

杜
預
曰
、
成
王
營
王
城
、

杜
預
曰
は
く
「
成
王
は
王
城
を
營
み
、
都
を
遷
さ

有
遷
都
之
志
、
故
賜
周
公

ん
と
す
る
の
志
有
り
、
故
に
周
公
に
許
田
を
賜
ひ

許
田
以
爲
魯
國
朝
宿
之

て
以
て
魯
國
朝
宿
の
邑
と
爲
す
。
後
世

因
り
て
周

邑
。
後
世
因
而
立
周
公
別

公
の
別
廟
を
焉
に
立
つ
。
鄭
の
桓
公
は
周
の
宣
王

こ
こ

廟
焉
。
鄭
桓
公
周
宣
王
之

の
母
弟
に
し
て
、
鄭
に
封
ぜ
ら
れ
、
泰
山
を
助
祭

母
弟
、
封
鄭
、
有
助
祭
泰

す
る
湯
沐
の
邑
の
祊
に
在
る
有
り
。
鄭
は
天
子
の

山
湯
沐
之
邑
在
祊
。
鄭
以

復
た
巡
狩
す
る
能
は
ざ
る
を
以
て
、
故
に
祊
を
以

天
子
不
能
復
巡
狩
、
故
欲

て
許
田
に
易
へ
、
各
お
の
本
國
に
近
き
所
の
宜
に

か

以
祊
易
許
田
、
各
從
本
國

從
は
ん
と
欲
す
る
な
り
。
魯
の

周
公
の
別
廟
を
以

所
近
之
宜
也
。
恐
魯
以
周

て
疑
と
爲
さ
ん
こ
と
を
恐
れ
、
故
に
『
已
に
泰
山

公
別
廟
爲
疑
、
故
云
已
廢

の
祀
を
廢
し
て
、
魯
の
爲
め
に
周
公
を
祀
ら
ん
と

泰
山
之
祀
、
而
欲
爲
魯
祀

欲
す
』
と
云
ひ
、
孫
辭
し
て
以
て
求
む
る
有
る
な

周
公
、
孫
辭
以
有
求
也
。

り
」
と
。

晉
民
謂
、
許
朝
宿
地
名
、

晉
民
謂
へ
ら
く
、
「
許
」
は
朝
宿
の
地
名
、
洛
城

在
洛
城
。
祊
本
祭
名
。
詩

に
在
り
。「
祊
」
は
本
と
祭
名
な
り
。《
詩
》
に
「
以

以
社
以
方
、
周
禮
春
獻
禽

社
以
方
」〔
①
〕
、《
周
禮
》
に
「
春
、
獻
禽
以
祭
社
、

以
祭
社
、
秋
致
禽
以
祀
祊
、
秋
、
致
禽
以
祀
祊
」〔
②
〕

と
あ
る
は
、
蓋
し
四
方
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蓋
祭
四
方
曰
祊
也
。
鄭
助

を
祭
る
を
ば
「
祊
」
と
曰
へ
る
な
ら
ん
。
鄭

天
子

天
子
祊
祭
泰
山
、
其
湯
沐

の

泰
山
を
祊
祭
す
る
を
助
く
る
と
き
、
其
の
湯
沐

之
邑
、
因
直
指
曰
祊
。
故

の
邑
な
れ
ば
、
因
り
て
直
だ
指
し
て
「
祊
」
と
曰

特
曰
泰
山
之
祊
、
非
地
名

ふ
。
故
に
特
に
「
泰
山
之
祊
」
と
曰
へ
る
に
て
、

爲
祊
。
桓
元
年
傳
曰
、
爲

地
名
を
ば
「
祊
」
と
爲
す
に
は
非
ざ
る
な
り
。
桓

周
公
祊
故
也
、
可
幷
考
焉
。
元
年
傳
に
「
爲
周
公
祊
故
也
」
と
曰
ふ
を
、
幷
せ

て
考
ふ
べ
し
。

こ
の
よ
う
に
「
傳
注
」
で
は
、
前
半
に
「
杜
注
」
の
ほ
ぼ
全
文
を
揭
げ
た
後
、

「
晉
民
謂
」
と
し
て
、
「
祊
」
が
本
來
は
祭
名
で
あ
っ
た
こ
と
を
、
『
詩
』
小

雅
・
甫
田
篇
と
『
周
禮
』
大
司
馬
、
さ
ら
に
桓
公
元
年
傳
を
引
用
し
て
證
據
と

し
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
の
「
折
衷
」
も
同
樣
で
あ
る
。

【
稽
古
】40-25b

折
衷
曰
、
祊
字
从
示
、
必

折
衷
に
曰
は
く
、
「
祊
」
字
は
「
示
」
に
从
へ
ば
、

し
た
が

是
祭
名
、
而
非
土
地
之
名
。
必
ず
や
是
れ
祭
名
に
し
て
、
土
地
の
名
に
は
非
ず
。

詩
以
社
以
方
、
方
祀
四
方

《
詩
》
の
「
以
社
以
方
」
は
、
四
方
を
方
祀
す
る

也
。
周
禮
祀
祊
與
祭
社
對
、
な
り
。
《
周
禮
》
の
「
祀
祊
」
は
「
祭
社
」
と
對

鄭
玄
註
引
詩
爲
祭
四
方
、

し
、
鄭
玄
註
に
《
詩
》
を
引
き
て
「
四
方
を
祭
る
」

乃
是
祊
天
子
祭
泰
山
之
名

と
爲
せ
ば
、
乃
ち
是
れ
「
祊
」
は
天
子

泰
山
を
祭

也
。
鄭
湯
沐
之
邑
、
因
直

る
の
名
な
り
。
鄭
の
湯
沐
の
邑
な
れ
ば
、
因
り
て

以
祊
稱
之
。
傳
既
曰
泰
山

直
だ
「
祊
」
を
以
て
之
れ
を
稱
す
。
傳

既
に
「
泰

之
祀
、
復
煩
曰
泰
山
之
祊
、
山
之
祀
」
と
曰
ひ
、
復
た
煩
は
し
く
「
泰
山
之
祊
」

可
知
非
地
名
也
。
又
特
云

と
曰
へ
ば
、
地
名
に
非
ざ
る
こ
と
知
る
べ
き
な
り
。

泰
山
之
祊
、
則
南
西
北
三

又
た
特
に
「
泰
山
之
祊
」
と
云
ふ
は
、
則
ち
南
・

嶽
、
亦
或
有
祊
邑
也
。
桓

西
・
北
の
三
嶽
に
も
、
亦
た
或
い
は
祊
邑
有
れ
ば

元
年
傳
不
言
許
田
、
而
云

な
り
。
桓
元
年
傳
に
「
許
田
」
と
言
は
ず
し
て
、

周
公
、
明
諱
鄭
魯
倶
廢
祭

「
周
公
」
と
云
ふ
は
、
鄭
・
魯

倶
に
祭
を
廢
す
る

也
。
此
之
泰
山
之
祊
對
許

を
諱
む
を
明
ら
か
に
す
る
な
り
。
此
の
「
泰
山
之

田
、
是
稱
地
也
。
彼
傳
祊

祊
」
は
「
許
田
」
に
對
す
れ
ば
、
是
れ
地
を
稱
す

對
周
公
、
則
指
祭
、
而
非

る
な
り
。
彼
の
傳
の
「
祊
」
は
「
周
公
」
に
對
す

指
地
也
。
不
言
祭
者
、
省

れ
ば
、
則
ち
祭
を
指
し
て
、
地
を
指
す
に
は
非
ざ

文
已
。

る
な
り
。｢

祭｣

を
言
は
ざ
る
は
、
省
文
な
る
の
み
。

こ
こ
で
は
、
「
經
注
」
に
「
祊
、
鄭
祀
泰
山
之
邑
」
と
言
い
な
が
ら
、
後
揭

の
桓
公
元
年
の
「
傳
注
」
で
「
此
祊
祭
名
、
非
地
名
也
」
と
述
べ
る
所
以
を
說

明
し
て
い
る
。
『
詩
』
小
雅
・
甫
田
篇
、
『
周
禮
』
大
司
馬
、
桓
公
元
年
傳
を

引
用
す
る
こ
と
、
上
揭
と
同
樣
で
あ
る
。

そ
こ
で
以
下
、
桓
公
元
年
傳
と
杜
注
と
を
揭
げ
た
後
、
中
南
『
春
秋
稽
古
』

の
「
傳
注
」
と
そ
の
「
折
衷
」
と
を
続
け
る
。

【
桓
公
元
年
傳
】

元
年
、
春
、
公
卽
位
、
脩
好
于
鄭
。
鄭
人
請
復
祀
周
公
、
卒
易
祊
田
。
公
許
之
。

三
月
、
鄭
伯
以
璧
假
許
田
、
爲
周
公
祊
故
也
。

元
年
春
、
桓
公
が
即
位
し
て
、
鄭
と
の
友
好
関
係
を
固
め
た
。
鄭
の
人
が
、

周
公
を
ま
た
祀
り
た
い
の
で
、
〔
泰
山
の
〕
祊
の
田
土
〔
と
許
と
の
〕
交
換
手

続
き
完
了
さ
せ
た
い
、
と
請
う
た
の
で(

隱
八)

、
公
は
こ
れ
を
許
し
た
。
三

月
、「
鄭
伯
、
璧
ヲ
以
テ
許
ノ
田
ヲ
仮
ル
」
と
あ
る
の
は
、
周
公
〔
の
祀
り
〕

と
、
祊
〔
の
交
換
〕
の
た
め
で
あ
る
。
〔
小
倉
譯
〕

注
：
魯
不
宜
聽
鄭
祀
周
公
、
又
不
宜
易
取
祊
田
。
犯
二
不
宜
以
動
、
故
隱
其
實
、
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不
言
祊
、
稱
「
璧
假
」
、
言
若
進
璧
以
假
田
、
非
久
易
也
。

魯
は
、
鄭
が
周
公
を
祀
る
こ
と
を
聽
き
入
れ
て
は
な
ら
ず
、
ま
た
、
か
わ

り
に
祊
の
田
を
受
け
取
っ
て
は
な
ら
な
い
の
に
、
こ
の
二
つ
の
「
し
て
は

な
ら
な
い
」
を
無
視
し
て
行
動
し
た
か
ら
、
そ
の
事
實
を
い
み
か
く
し
て
、

「
祊
」
を
言
わ
ず
、「
璧
で
假
り
た
」
と
稱
し
、“
璧
を
進
呈
し
て
田
を(

し

ば
ら
く)

假
り
た
の
で
あ
っ
て
、
永
久
に
交
換
し
た
わ
け
で
は
な
い
”
か

の
よ
う
に
言
い
な
し
た
の
で
あ
る
。
〔
岩
本
譯
〕

【
稽
古
】06-01a ･b

三
月
、
鄭
伯
以
璧
假
許
田
、
爲
周
公
祊
故
也
。

晉
民
謂
、
此
「
祊
」
祭
名
、

晉
民
謂
へ
ら
く
、
此
の
「
祊
」
は
祭
名
に
し
て
、

非
地
名
也
。
言
於
魯
廢
周

地
名
に
は
非
ざ
る
な
り
。
言
ふ
こ
こ
ろ
は
、
魯
に

公
之
時
祭
、
於
鄭
廢
泰
山

於
い
て
は
周
公
の
時
祭
を
廢
し
、
鄭
に
於
い
て
は

之
祊
祭
。
不
可
以
訓
也
。

泰
山
の
祊
祭
を
廢
す
。
以
て

訓

と
す
べ
か
ら
ざ

を
し
へ

故
經
以
「
璧
假
」
爲
文
、

る
な
り
。
故
に
經
は
「
璧
假
」
を
以
て
文
を
爲
り
、

傳
明
其
義
曰
「
爲
周
公
祊

傳
は
其
の
義
を
明
ら
か
に
し
て
「
爲
周
公
・
祊
故

故
也
」
。

也
」
と
曰
ふ
。

【
稽
古
】41-01a

元
年
、
爲
周
公
祊
故
也
。

林
堯
叟
云
、
周
公
祊
二
事

林
堯
叟
云
ふ
、
「
周
公
・
祊
」
は
二
事
な
り
。
許

也
。
爲
許
、
爲
周
公
湯
沐

の
爲
め
に
は
、
周
公
湯
沐
の
邑
と
爲
し
、
祊
は
鄭

之
邑
、
祊
爲
鄭
人
從
祀
泰

人
の

泰
山
に
從
祀
す
る
朝
宿
の
邑
と
爲
す
な
り
。

山
朝
宿
之
邑
也
。
皆
關
王

皆
な
王
制
に
關
は
れ
ば
、
宜
し
く
私
に
易
ふ
べ
か

か
か

制
、
不
宜
私
易
。
故
託
辭

ら
ず
。
故
に
辭
を
「
璧
假
」
に
託
し
、
以
て
其
の

璧
假
、
以
文
其
非
禮
之
實

非
禮
の
實
を
文
る
な
り
。

か
ざ

也
。

折
衷
曰
、
林
不
知
傳
周
公

折
衷
に
曰
は
く
、
林
は

傳
の
「
周
公
」
と
は
周
公

爲
周
公
之
祭
、
祊
爲
泰
山

の
祭
爲
り
て
、
「
祊
」
と
は
泰
山
の
祀
爲
る
を
知

た

た

之
祀
。
且
據
孟
子
春
秋
天

ら
ず
。
且
つ
《
孟
子
》
の
「
春
秋
天
子
之
事
」
の

子
之
事
之
語
、
以
關
王
制

語
に
據
り
て
、
「
王
制
に
關
は
る
」
を
以
て
說
を

爲
說
。
既
不
知
春
秋
、
又

爲
す
。
既
に
《
春
秋
》
を
知
ら
ず
、
又
た
《
孟
子
》

不
知
孟
子
。
足
言
哉
、
足

を
知
ら
ず
。
言
ふ
に
足
ら
ん
や
、
言
ふ
に
足
ら
ん

言
哉
。

や
。

ち
な
み
に
『
會
箋
』〔
③
〕

の
解
釋
に
據
れ
ば
、
「
周
公
と
祊
と
の
爲
め
の
故

な
り
」
と
訓
み
、『
楊
伯
峻
注
』〔
④
〕
に
從
う
小
倉
譯
で
は
、
前
揭
の
通
り
「
周

公
〔
の
祀
り
〕
と
祊
〔
の
交
換
〕
の
た
め
で
あ
る
」
と
な
る
。
い
ず
れ
に
し
て

も
「
祀
り
」
と
「
土
地
」
と
の
交
換
で
あ
る
。

こ
れ
に
對
し
て
中
南
說
で
は
「
周
公
〔
の
祀
り
〕
と
祊
〔
の
祀
り
〕
と
の
た

、
、
、

、
、
、

め
で
あ
る
」
と
な
り
、
「
祀
り
」
と
「
祀
り
」
と
の
交
換
と
な
る
。
中
南
說
に

軍
配
が
擧
が
る
か
と
愚
考
す
る
次
第
で
あ
る
。

二

「
始
漏
師
」
を
人
名
で
解
釋
す
る
例

次
の
例
は
、
『
左
傳
』
僖
公
二
年
の
條
に
一
見
す
る
の
み
の
「
始
漏
師
」
と

い
う
表
現
に
對
す
る
解
釋
の
問
題
で
あ
る
。

【
僖
公
二
年
傳
】

齊
寺
人
貂
始
漏
師
于
多
魚
。
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齊
の
寺
人
貂
は
多
魚
で
〔
齊
の
〕
軍
事
機
密
を
洩
ら
し
は
じ
め
た
。〔
小
倉
譯
〕

注
：
寺
人
内
奄
官
、
豎
貂
也
。
多
魚
地
名
、
闕
。
齊
桓
多
嬖
寵
。
内
則
如
夫
人

者
六
人
、
外
則
幸
豎
貂･

易
牙
之
等
、
終
以
此
亂
國
。
傳
言
貂
於
此
始
擅

貴
寵
、
漏
洩
桓
公
軍
事
。
爲
齊
亂
張
本
。

寺
人(
貂
）
と
は
、
内
奄
の
官
〔
宦
官
〕
の
豎
貂
で
あ
る
。
「
多
魚
」
は
、

地
名
で
、
闕
〔
不
明
〕
で
あ
る
。
齊
の
桓
公
は
、
お
氣
に
入
り
が
多
く
、

内
で
は
、
夫
人
同
樣
の
者
が
六
人
も
お
り
、
外
で
は
、
豎
貂
や
易
牙
た
ち

を
寵
愛
し
、
最
後
に
は
、
こ
の
こ
と
が
原
因
で
國
を
亂
す
こ
と
に
な
る
。

(

だ
か
ら)

傳
は
、
貂
が
、
こ
こ
で
始
め
て
、
寵
愛
を
ほ
し
い
ま
ま
に
し
、

桓
公
の
軍
事(

機
密)

を
も
ら
し
た
、
こ
と
を
言
い
、(

後
の)

齊
の
内
亂
の

た
め
に
本
を
張
っ
た
の
で
あ
る
。〔
岩
本
譯
〕

疏
：
言
「
漏
師
」
者
、
漏
泄
師
之
密
謀
也
。「
漏
師
」
已
是
大
罪
、
此
云
「
始
」

者
、
言
其
終
又
甚
焉
、
故
言
「
始
」
以
「
爲
齊
亂
張
本
」
。

「
師
を
漏
ら
す
」
と
言
う
の
は
、
師
の
秘
密
の
謀
事
を
漏
洩
す
る
こ
と
で

あ
る
。
「
漏
師
」
は
甚
だ
大
罪
で
あ
る
の
に
、
こ
こ
で
「
始
め
て
」
と
言

う
の
は
、
そ
の
終
わ
り
は
も
っ
と
甚
だ
し
か
っ
た
こ
と
を
意
味
す
る
も
の

で
、
そ
れ
ゆ
え
「
始
め
て
」
と
述
べ
て
「
齊

亂
る
る
が
爲
に
本
を
張
る
」

と
見
な
し
た
か
ら
で
あ
る
。
〔
拙
譯
〕

こ
れ
に
よ
れ
ば
「
漏
師
」
を
、
杜
預
は
「
漏
洩
桓
公
軍
事
」
と
解
し
て
い
る
。

ち
な
み
に
『
會
箋
』
は
杜
說
を
敷
衍
す
る
の
み
、
『
楊
伯
峻
注
』
も
ま
た
「
孔

疏
」
を
引
用
す
る
の
み
で
あ
る
。
そ
し
て
小
倉
譯
で
は
前
揭
の
通
り
「
軍
事
機

密
を
洩
ら
し
は
じ
め
た
」
で
あ
っ
た
。

こ
れ
に
對
し
て
中
南
は
、
「
傳
注
」
で
、

【
稽
古
】09-02b

寺
人
、
内
奄
官
、
貂
、
其

「
寺
人
」
は
内
の
奄
官
、
「
貂
」
は
其
の
名
な
り
。

名
也
。
始
漏
疑
亦
名
與
。

「
始
漏
」
も
疑
ふ
ら
く
は
亦
た
名
な
る
か
。

多
魚
、
地
名
。
此
條
文
義

「
多
魚
」
は
地
名
な
り
。
此
の
條
の
文
義
は
未
だ

未
詳
。

詳
か
ら
ず
。

と
述
べ
て
、
「
此
の
條
の
文
義
は
未
だ
詳
か
ら
ず
」
と
し
な
が
ら
も
、
「
始
漏
」

が
人
名
で
は
な
い
か
と
の
說
を
提
示
す
る
。
そ
し
て
「
折
衷
」
で
は
、

【
稽
古
】44-04b

齊
寺
人
貂
始
漏
師
于
多
魚
。

杜
預
云
、
貂
於
此
始
擅
貴
寵
、
漏
洩
桓
公
軍
事
。

折
衷
曰
、
以
漏
洩
軍
事
見

折
衷
に
曰
は
く
、
軍
事
を
漏
洩
す
る
を
以
て
奄
官

寵
奄
官
、
甚
迂
遠
也
。
又

を
寵
す
る
を
見
す
は
、
甚
だ
迂
遠
な
り
。
又
た
「
漏

し
め

漏
師
二
字
、
不
可
爲
漏
軍

師
」
二
字
は
、
「
軍
事
を
漏
ら
す
」
と
爲
す
べ
か

事
。
且
始
字
不
穩
。
或
始

ら
ず
。
且
つ
「
始
」
字
は
不
穩
な
り
。
或
い
は
「
始

漏
亦
寺
人
之
名
、
二
人
師

漏
」
も
亦
た
寺
人
の
名
、
二
人

多
魚
に
師
と
な
る

于
多
魚
也
。

な
ら
ん
。

と
述
べ
て
、
「
始
」
字
も
「
漏
師
」
と
い
う
表
現
も
不
穩
當
と
し
、
「
始
漏
」

を
以
て
寺
人
の
名
前
と
見
な
す
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
中
南
に
よ
れ
ば
「
齊

の
寺
人
貂
・
始
漏

多
魚
に
師
す
」
と
訓
む
こ
と
に
な
る
。

ち
な
み
に
息
軒
『
輯
釋
』
、
そ
し
て
劉
文
淇
『
舊
注
疏
證
』
も
無
注
で
あ
る
。

管
見
の
及
ぶ
と
こ
ろ
、
龜
井
南
冥
『
春
秋
左
傳
考
義
』
の
み
が
、
「
漏
師
」
を

次
の
よ
う
に
解
說
し
て
い
る
。

『春秋稽古』讀書札記Ⅲ（野間）
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漏
師
蓋
使
士
卒
潰
散
之
謂
。
言
貂
因
寵
敗
事
也
。
語
例
與
棄
師
・
誤
師
同
。

杜
註
恐
非
。

「
漏
師
」
と
は
蓋
し
士
卒
を
し
て
潰
散
せ
し
む
る
の
謂
な
ら
ん
。
貂

寵

に
因
り
て
事
を
敗
る
を
言
ふ
な
り
。
語
例
は
「
棄
師
」
・
「
誤
師
」
と
同

じ
。
杜
註
は
恐
く
は
非
な
ら
ん
。

こ
の
よ
う
に
龜
井
氏
も
「
漏
師
」
と
い
う
表
現
に
違
和
感
を
持
っ
た
よ
う
で

あ
る
が
、
窮
し
て
？
こ
れ
を
「
潰
散
」
の
意
味
に
解
し
て
い
る
。
た
だ
龜
井
說

の
問
題
点
は
、
「
棄
師
」
・
「
誤
師
」
と
い
う
表
現
が
、
い
ず
れ
も
『
左
傳
』
中

に
そ
の
用
例
が
無
い
こ
と
で
あ
ろ
う
。
か
く
し
て
中
南
の
「
始
漏
」
人
名
說
を

支
持
し
た
い
と
思
う
。

三

「
騂
旄
」
を
地
名
で
解
釋
す
る
例

次
は
襄
公
十
年
傳
に
見
え
る
「
騂
旄
之
盟
」
に
つ
い
て
の
解
釋
で
あ
る
。

【
襄
公
十
年
傳
】

瑕
禽
曰
、
昔
平
王
東
遷
、
吾
七
姓
從
王
、
牲
用
備
具
、
王
賴
之
、
而
賜
之
騂
旄

之
盟
。

瑕
禽
は
言
っ
た
。「
昔
、
周
の
平
王
が
東
遷
さ
れ
た
折
、〔
伯
輿
の
祖
を
含
む
〕
吾
わ
れ
ら

七
姓
は
、
王
に
隨
行
し
て
、
犧
牲
を
と
り
そ
ろ
え
た
。
王
は
こ
れ
を
賴
り
に

さ
れ
、
赤
牛
を
用
い
た
盟
に
お
い
て
、
「
世
々
、
そ
の
職
を
失
う
こ
と
な
か

れ
」
と
仰
せ
ら
れ
た
。
〔
小
倉
譯
〕

注
：
平
王
徙
時
、
大
臣
從
者
有
七
姓
。
伯
輿
之
祖
、
皆
在
其
中
、
主
爲
王
備
犧

牲
共
祭
祀
。
王
恃
其
用
、
故
與
之
盟
、
使
世
守
其
職
。
騂
旄
赤
牛
也
。
舉

騂
旄
者
、
言
得
重
盟
、
不
以
犬
雞
。

平
王
が
徙
っ
た
時
、
大
臣
で
從
っ
た
者
が
七
姓
あ
っ
た
が
、
伯
輿
の
祖
は

み
な
（
？

）
そ
の
中
に
は
い
っ
て
い
て
、
王
の
た
め
に
犧
牲
を
備
え
祭

マ
マ

祀
を
供
え
る
こ
と
を
つ
か
さ
ど
り
、
王
は
そ
の
は
た
ら
き
を
賴
り
に
し
た

か
ら
、
こ
れ
と
盟
い
、
代
々
そ
の
職
を
守
ら
せ
た
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

「
騂
旄
」
は
、
赤
牛
で
あ
る
。
騂
旄
を
擧
げ
た
の
は
、
重
い
盟
を
得
た
の

だ
か
ら
、
犬
や
雞
な
ど
用
い
な
か
っ
た
、
と
い
う
こ
と
を
言
わ
ん
と
し
て

で
あ
る
。
〔
岩
本
譯
〕

疏
：
（
前
略
）
平
王
初
遷
、
國
家
未
定
、
故
與
大
臣
結
盟
、
令
使
世
掌
其
職
也
。

（
中
略
）
。
諸
言
「
騂
」
皆
是
赤
牛
、
則
知
此
「
騂
旄
」
是
赤
牛
也
。「
旄
」

謂
尾
也
。
共
旌
旗
之
用
、
故
其
字
從
葹
。
葹
者
旌
旗
行
而
從
風
偃
也
。

（
前
略
）
平
王
が
遷
都
し
た
當
初
は
、
國
家
が
未
だ
定
ま
ら
な
か
っ
た
た

め
、
大
臣
と
盟
を
結
び
、
代
々
そ
の
職
を
掌
ら
せ
た
の
で
あ
る
。（
中
略
）
。

諸
も
ろ
の
「
騂
」
と
言
う
の
は
い
ず
れ
も
赤
牛
で
あ
る
か
ら
、
こ
の
「
騂

旄
」
が
「
赤
牛
」
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。
「
旄
」
は
尾
を
言
う
。
旌
旗

の
用
に
供
す
る
の
で
、
そ
の
字
は
「
葹
」
に
從
う
。
「
葹
」
は
旌
旗
が
行

く
と
き
に
風
に
な
び
く
樣
で
あ
る
。
〔
拙
譯
〕

こ
の
よ
う
に
從
來
の
「
騂
旄
」
を
「
赤
牛
」
と
解
す
る
の
が
通
說
で
あ
る
が
、

こ
れ
に
對
し
て
中
南
は
疑
問
を
呈
す
る
。

【
稽
古
】54-05b/06a ･b

賜
之
騂
旄
之
盟

折
衷
曰
、
賜
盟
、
不
忘
其

折
衷
に
曰
は
く
、
盟
を
賜
ふ
は
、
其
の
功
を
忘
れ
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功
也
。
孔
疏
云
平
王
初
遷
、
ざ
る
な
り
。
孔
疏
云
ふ
、
「
平
王
初
遷
、
國
家
未

國
家
未
定
、
故
與
大
臣
結

定
、
故
與
大
臣
結
盟
、
令
使
世
掌
其
職
也
」
と
は
、

盟
、
令
使
世
掌
其
職
也
、

非
な
り
。

非
也
。
傅
遜
云
、
杜
云
騂

傅
遜
云
ふ
、
杜
云
ふ
、
「
騂
旄
は
赤
牛
な
り
」
と
。

旄
赤
牛
也
。
陸
云
騂
、
赤

陸
（
粲
）
云
ふ
、
「
騂
は
赤
牛
、
旄
は
旄
牛
な
り
。

牛
、
旄
、
旄
牛
也
。
山
海

《
山
海
經
》
に
曰
は
く
、
『
旄
牛
、
其
の
狀
は
牛

經
曰
、
旄
牛
、
其
狀
如
牛
、
の
如
く
に
し
て
、
四
節
に
毛
を
生
ず
』
と
。
《
爾

而
四
節
生
毛
。
爾
雅
有
犣

雅
》
に
『
犣
牛
』
有
り
、
郭
璞
曰
は
く
、
『
旄
牛
』

牛
、
郭
璞
曰
、
旄
牛
也
。

な
り
」
と
。
愚
謂
へ
ら
く
、
旄
牛
は
卽
ち
《
山
海

愚
謂
、
旄
牛
卽
如
山
海
經

經
》
に
載
す
る
所
の
如
く
ん
ば
、
必
ず
や
常
に
は

所
載
、
必
不
常
有
之
物
、

有
ら
ざ
る
の
物
、
豈
に
之
れ
を
用
ひ
て
以
て
盟
を

豈
得
用
之
以
爲
盟
乎
。
平

爲
す
を
得
ん
や
。
平
王
の
東
遷
す
る
や
、
周
室
は

王
東
遷
、
周
室
多
難
、
何

多
難
、
何
ぞ
必
ず
求
め
て
異
物
を
之
れ
を
用
ひ
ん

必
求
異
物
而
用
之
。
又
莊

や
。
又
た
《
莊
子
》
に
「
犛
牛
」
有
り
、
註
に
「
旄

子
有
犛
牛
、
註
云
、
旄
牛

牛
な
り
」
と
云
ふ
。
又
た
「
其
の
大
な
る
こ
と
垂

也
。
又
云
、
其
大
若
垂
天

天
の
雲
の
若
し
」
と
云
へ
ば
、
想
ふ
に
卽
ち
《
山

ご
と

之
雲
、
想
卽
山
海
經
所
載
。
海
經
》
に
載
す
る
所
な
り
。
之
れ
を
要
す
る
に
、

要
之
、
皆
異
物
、
縱
使
有

皆
な
異
物
、
縱
使
ひ
之
れ
有
る
も
、
豈
に
能
く
其

た

と

之
、
豈
能
必
其
騂
乎
。
今

の
騂
を
必
と
せ
ん
や
。
今

韻
書
を
考
ふ
る
に
、「
犣

考
韻
書
、
犣
牛
牡
也
、
是

牛
は
牡
な
り
」
と
は
、
是
れ
卽
ち
《
詩
》
に
云
ふ

卽
詩
所
云
騂
牡
耳
。
凡
有

所
の
「
騂
牡
」
な
る
の
み
。
凡
そ
有
事
に
牲
を
用

事
用
牲
皆
牡
、
此
無
疑
也
。
ふ
る
に
皆
な
牡
な
る
こ
と
、
此
れ
疑
ひ
無
き
な
り
。

折
衷
曰
、
騂
、
赤
也
、
非

折
衷
に
曰
は
く
、
「
騂
」
は
赤
な
り
、
赤
牛
を
謂

謂
赤
牛
爲
騂
也
。
旄
若
爲

ひ
て
「
騂
」
と
爲
す
に
は
非
ざ
る
な
り
。
「
旄
」
若も

獸
、
則
赤
旄
也
。
陸
爲
赤

し
獸
爲
ら
ば
、
則
ち
赤
旄
な
り
。
陸
（
粲
）
の

赤

牛
・
旄
牛
二
物
、
非
也
。

牛
・
旄
牛
の
二
物
と
爲
す
は
、
非
な
り
。
傅
（
遜
）

傅
以
不
常
有
而
非
陸
。
然

は
「
不
常
有
」
を
以
て
し
て
陸
を
非
と
す
。
然
れ

旌
旗
之
類
、
有
竿
旄
、
乃

ど
も
旌
旗
の
類
に
、
「
竿
旄
」
有
れ
ば
、
乃
ち
常

常
有
之
物
也
。

有
の
物
な
り
。

愚
按
、
旄
字
從
葹
、
以
獸

愚
按
ず
る
に
、
「
旄
」
字
は
「
葹
」
に
從
へ
ば
、

毛
注
於
竿
首
、
名
之
曰
旄
、
獸
毛
を
以
て
竿
首
に
注
ぐ
、
之
れ
を
名
づ
け
て

必
非
獸
也
。
鄭
玄
爲
旄
牛

「
旄
」
と
曰
ひ
、
必
ず
や
獸
に
非
ざ
る
な
り
。
鄭

尾
、
據
山
海
經
也
。
山
海

玄
の
「
旄
牛
の
尾
」
と
爲
す
は
、
《
山
海
經
》
に

經
志
怪
之
書
、
不
可
取
證

據
る
な
り
。
《
山
海
經
》
は
志
怪
の
書
、
證
を
古

於
古
矣
。
莊
子
寓
言
、
爾

に
取
る
べ
か
ら
ず
。
《
莊
子
》
は
寓
言
、
《
爾
雅
》

雅
不
實
、
而
猶
但
云
犛
牛

は
不
實
、
而
る
に
猶
ほ
但
だ
犛
牛
・
犣
牛
と
云
ふ

・
犣
牛
、
未
嘗
言
旄
牛
。

の
み
に
て
、
未
だ
嘗
て
「
旄
牛
」
と
言
は
ず
。
其

其
云
旄
牛
者
、
注
家
之
言
、
の
「
旄
牛
」
と
云
ふ
は
、
注
家
の
言
、
注
家
は
皆

注
家
皆
意
料
、
不
足
爲
二

な
意
料
、
二
書
の
實
と
爲
す
に
足
ら
ず
。
傅
は
以

書
之
實
。
傅
以
爲
騂
牡
。

て
「
騂
牡
」
と
爲
す
。
然
れ
ど
も
今
特
に
「
騂
旄

然
今
特
云
騂
旄
之
盟
、
此

之
盟
」
と
云
ふ
は
、
此
れ
標
異
の
言
、
騂
牡
は
是

標
異
之
言
、
騂
牡
是
常
、

れ
常
な
れ
ば
、
則
ち
亦
た
非
な
り
。
或
い
は
「
竿

則
亦
非
也
。
或
云
、
建
竿

旄
を
建
て
、
以
て
騂
牛
の
盟
を
標
す
、
故
に
騂
旄

旄
、
以
標
騂
牛
之
盟
、
故

之
盟
と
曰
ふ
」
と
云
ふ
も
、
亦
た
是
れ
臆
度
な
り
。

曰
騂
旄
之
盟
、
亦
是
臆
度
。
竊
に
謂
へ
ら
く
、
騂
旄
は
疑
ふ
ら
く
は
是
れ
地
名
、

竊
謂
、
騂
旄
疑
是
地
名
、

然
ら
ず
ん
ば
終
に
通
ぜ
ず
。

不
然
終
不
通
。
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前
半
に
傅
遜
と
傅
氏
所
引
の
陸
粲
の
說
と
を
引
用
す
る
が
、
要
す
る
に
「
騂
」

と
は
「
赤
」
を
意
味
し
て
い
る
の
で
あ
っ
て
、
「
赤
牛
」
で
は
な
い
、
と
中
南

、

は
主
張
す
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
實
は
『
楊
伯
峻
注
』
も
同
樣
で
あ

る
〔
⑤
〕
。
考
え
て
み
れ
ば
、
馬
偏
の
文
字
が
「
赤
牛
」
だ
と
は
奇
妙
で
で
あ
ろ

う
。
そ
し
て
「
旄
」
と
は
「
獸
毛
を
以
て
竿
首
に
注
ぐ
」
も
の
で
あ
り
、
決
し

て
獸
で
は
な
い
と
見
な
す
〔
⑥
〕
。
現
に｢

孔
疏
」
自
身
も
「
旄
謂
尾
也
。
共
旌

旗
之
用
、
故
其
字
從
葹
」
と
附
言
し
て
い
る
で
は
な
い
か
。

し
か
し
問
題
は
こ
こ
で
「
騂
旄
之
盟
」
と
表
現
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
諸

說
を
檢
討
し
た
後
、
「
騂
旄
」
を
「
赤
い
旄
〔
は
た
か
ざ
り
〕
」
と
解
し
た
も
の

の
、
「
赤
い
旄
を
用
い
た
盟
」
と
は
不
穩
當
だ
と
考
え
た
中
南
は
、
一
轉
し
て

「
騂
旄
」
を
地
名
と
見
な
す
の
で
あ
る
。

突
然
の
新
說
提
示
に
見
え
る
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
ど
う
い
う
理
由
か
ら
か

中
南
は
言
及
し
な
い
の
で
あ
る
が
、
『
左
傳
』
中
に
は
夥
し
い
数
の
「
○
○
之

盟
」
と
い
う
表
現
が
見
え
る
。
そ
し
て
こ
れ
ら
を
檢
す
る
に
、
「
城
下
之
盟
」

と
「
孫
桓
子
之
盟
」
を
除
け
ば
、
全
て
「
○
○
」
は
地
名
だ
と
い
う
事
實
〔
⑦
〕

は
重
要
で
あ
る
。
筆
者
竊
か
に
謂
う
に
、
こ
れ
を
以
て
中
南
說
の
妥
當
性
の
補

證
と
な
し
得
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

四

「
墓
」
を
地
名
で
解
釋
す
る
例

次
に
襄
公
二
十
五
年
傳
に
「
陳
侯

其
の
大
子
偃
師
を
扶
け
て
墓
に
奔
る
」

、

た
す

と
い
う
一
文
が
あ
る
。
こ
の
「
墓
」
に
つ
い
て
は
、
自
明
の
こ
と
と
見
な
し
た

の
で
あ
ろ
う
、
『
輯
釋
』
・
『
會
箋
』
・
『
楊
注
』
等
に
は
注
が
無
い
。

【
襄
公
二
十
五
年
傳
】

陳
侯
扶
其
大
子
偃
師
奔
墓
。

陳
侯
は
大
子
偃
師
を
扶
け
て
墓
地
に
逃
げ
よ
う
と
し
て
、
〔
小
倉
譯
〕

、
、

た
す

注
：
欲
逃
冢
間
。

冢
間
〔
墓
地
〕
に
逃
げ
よ
う
と
し
た
の
で
あ
る
。
〔
岩
本
譯
〕

、
、

管
見
の
及
ぶ
と
こ
ろ
、
こ
こ
で
も
龜
井
南
冥
『
考
義
』
の
み
が
、
「
墓
所
な

り
。
蓋
し
蔭
蔽

隱
る
べ
き
が
故
な
ら
ん
。
未
だ
孰
れ
か
是
な
る
を
知
ら
ず
」

と
述
べ
て
、
「
墓
所
」
と
解
し
つ
つ
も
、
違
和
感
を
表
明
し
て
い
る
の
は
興
味

深
い
。

こ
れ
に
對
し
て
中
南
は
「
傳
注
」
と
「
折
衷
」
と
で
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。

【
稽
古
】21-17a

陳
侯
扶
其
大
子
偃
師
奔
墓
。

陳
風
有
墓
門
、
卽
此
地
。

〈
陳
風
〉
に
〈
墓
門
〉
の
篇
有
る
は
卽
ち
此
の
地

な
り
。

【
稽
古
】56-10b

折
衷
曰
、
「
墓
」
陳
都
下

折
衷
に
曰
は
く
、
「
墓
」
は
陳
の
都
下
の
地
名
な

之
地
名
。
陳
風
有
墓
門
之

り
。
〈
陳
風
〉
に
〈
墓
門
〉
の
篇
有
り
。
蓋
し
名

篇
。
蓋
名
勝
之
地
。
故
詩

勝
の
地
な
ら
ん
。
故
に
詩
人

取
り
て
之
れ
を
咏
ず

人
取
而
咏
之
。
此
「
墓
」

る
な
り
。
此
の
「
墓
」
は
卽
ち
是
れ
な
り
。
必
ず

卽
是
也
。
必
非
冢
墓
。

や
冢
墓
に
非
ざ
る
べ
し
。

つ
ま
り
中
南
は
こ
の
「
墓
」
を
陳
の
都
下
の
地
名
と
見
な
し
、
「
墓

所
」
と

は
か
し
よ

は
解
さ
な
い
。
そ
し
て
そ
の
根
據
を
『
詩
』
陳
風
・
墓
門
篇
に
求
め
る
の
で
あ
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る
。
以
下
「
墓
門
」
を
含
む
一
句
と
そ
の｢

毛
傳
」
で
あ
る
。

【
詩
】
陳
風
・
墓
門
篇

墓
門
有
棘
、
斧
以
斯
之
。

毛
：
興
也
。
墓
門
、
墓
道
之
門
。
斯
析
也
。
幽
間
希
行
、
用
生
此
棘
薪
。
維
斧

可
以
開
析
之
。

こ
こ
で
も
「
毛
傳
」
は
「
墓
門
は
墓
道
の
門
」
と
解
し
て
い
る
。
こ
れ
に
對

し
清
朝
の
馬
瑞
辰
『
毛
詩
傳
䇳
通
釋
』
は
以
下
の
よ
う
に
考
證
す
る
。

「
墓
門
有
棘
」
、
〈
傳
〉
に
「
墓
門
は
墓
道
の
門
」
と
あ
り
。
瑞
辰
按
ず

る
に
、
〈
天
問
〉
王
逸
注
に
「
晉
の
大
夫
解
居
父

吳
に
聘
せ
し
と
き
、

陳
の
墓
門
を
過
ぐ
」
と
曰
ふ
。
墓
門
は
蓋
し
陳
の
城
門
な
ら
ん
。
猶
ほ
《
左

傳
》
に
「
秦
師

周
の
北
門
を
過
ぐ
」
と
言
ふ
が
ご
と
し
。
王
尚
書
曰
は

く
、
「
襄
三
十
年
《
左
傳
》
に
『
晨
に
墓
門
の
瀆
よ
り
入
る
』
と
あ
り
、

杜
注
に
『
墓
門
は
鄭
の
城
門
』
と
あ
り
。
墓
門
は
蓋
し
亦
た
陳
の
城
門
な

ら
ん
。
魯
に
鹿
門
有
り
、
齊
に
揚
門
有
り
、
宋
に
も
亦
た
揚
門
有
る
が
若ご
と

し
」
と
。
其
の
說

是
な
り
。
〈(

毛)

傳
〉
の
以
て
「
墓
道
の
門
」
と
爲
す

ぜ

は
、
之
れ
を
失
せ
り
。〔
⑧
〕

つ
ま
り
馬
瑞
辰
は
「
墓
門
」
は
「
墓
の
道
の
門
」
で
は
な
く
、
「
墓
」
と
い

は
か

ぼ

う
名
の
門
と
見
な
す
わ
け
で
あ
る
。

し
た
が
っ
て
中
南
が
「
墓
」
を
陳
の
都
下
の
地
名
と
見
な
す
の
は
、
決
し
て

不
自
然
で
は
な
く
、
む
し
ろ
そ
う
解
す
べ
き
だ
と
愚
考
す
る
。
陳
侯
が
大
子
偃

師
と
と
も
に
墓
所
に
奔
っ
た
と
こ
ろ
で
、
そ
も
そ
も
隱
れ
場
所
は
無
い
で
あ
ろ

う
。
さ
ら
に
『
左
傳
』
中
で
「
奔
〔
亡
命
〕
」
の
對
象
は
お
お
む
ね
國
邑
で
あ

る
事
實
が
、
中
南
說
の
妥
當
性
を
證
す
る
で
あ
ろ
う
。

○

以
上
、
「
祊
」
は
地
名
で
は
な
く
、
祭
名
で
あ
る
こ
と
、
「
齊
寺
人
貂
始
漏

師
于
多
魚
」
は
「
齊
の
寺
人
貂
・
始
漏
〔
人
名
〕

多
魚
に
師
す
」
と
解
す
べ

き
こ
と
、
「
騂
旄
之
盟
」
の
「
騂
旄
」
と
は
地
名
で
あ
る
こ
と
、
「
陳
侯
扶
其

大
子
偃
師
奔
墓
」
の
「
墓
」
と
は
地
名
で
あ
る
こ
と
、
と
見
な
す
中
南
獨
自
の

新
說
を
紹
介
し
、
中
南
說
の
妥
當
性
を
確
認
し
た
つ
も
り
で
あ
る
。
傳
統
的
な

注
釋
に
凭
り
掛
か
る
こ
と
な
く
、
い
わ
ゆ
る
「
古
文
」
に
肉
迫
す
る
讀
書
眼
の

鋭
さ
に
敬
服
す
る
次
第
で
あ
る
。

も
と
よ
り
筆
者
は
從
來
の
通
說
の
持
つ
歷
史
的
意
義
を
決
し
て
否
定
す
る
も

の
で
は
な
い
こ
と
を
附
言
し
て
お
き
た
い
。

注①

『
詩
』
小
雅
・
甫
田
。

倬
彼
甫
田
、
歲
取
十
千
、
我
取
其
陳
、
食
我
農
人
、
自
古
有
年
、

今
適
南
畝
、
或
耘
或
耔
、
黍
稷
薿
薿
、
攸
介
攸
止
、
烝
我
髦
士
、

以
我
齊
明
、
與
我
犧
羊
、
以
社
以
方
、
我
田
既
臧
、
農
夫
之
慶
、

琴
瑟
擊
鼓
、
以
御
田
祖
、
以
祈
甘
雨
、
以
介
我
稷
黍
、
以
穀
我
士
女
。

毛
傳
：
社
、
后
土
也
。
方
、
迎
四
方
氣
於
郊
也
。

②

『
周
禮
』
大
司
馬

中
春
教
振
旅
、
…
…
…
獻
禽
以
祭
社
。
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中
秋
教
治
兵
、
…
…
…
致
禽
以
祀
祊
。

鄭
注
：
秋
田
爲
獮
。
獮
殺
也
。
羅
弊
罔
止
也
。
秋
田
主
用
罔
中
、
殺
者
多
也
。
皆

殺
而
罔
止
。
祊
當
爲
方
、
聲
之
誤
也
。
秋
田
主
祭
四
方
、
報
成
萬
物
。
詩

曰
「
以
社
以
方
」
。

釋
曰
、
云
「
祊
當
爲
方
、
聲
之
誤
也
」
者
、
以
祊
乃
是
廟
門
之
外
內
、
惟
因
祭
宗

廟
及
明
日
繹
祭
乃
爲
祊
祭
。
今
既
因
秋
田
而
祭
、
當
是
祭
四
方
之
神
、
故

云
「
誤
也
」
。
云
「
秋
田
主
祭
四
方
報
成
萬
物
」
者
、
以
秋
物
成
四
方
神
之

功
、
故
報
祭
之
。
云
「
詩
曰
以
社
以
方
」
者
、
詩
大
雅
、
引
之
證
方
是
四

方
之
神
也
。

③

「
爲
周
公
祊
故
也
」
、
與
文
十
五
年
「
爲
孟
氏
且
國
故
也
」
文
相
變
、
故
「
祊
」
上

無
助
字
。
然
上
既
有
明
文
、
則
其
「
爲
祀
周
公
且
易
祊
」
可
知
矣
。

④

「
周
公
」
與
「
祊
」
爲
兩
事
、
觀
上
文
自
明
、
故
此
文
有
省
略
。
于
鬯
不
解
此
、
謂

「
爲
周
公
祊
」
不
辭
、
當
作
「
爲
周
公
祀
」
、
無
據
。

⑤

騂
音
辛
。
論
語
雍
也
篇
「
犂
牛
之
子
、
騂
且
角
」
、
注
「
騂
、
赤
也
」
。
後
又
作
哽
。

⑥

『
輯
釋
』
も
不
自
然
な
表
現
と
見
な
し
た
の
で
あ
ろ
う
、
陸
粲
說
を
引
用
し
た
後
、

「
衡
案
、
旄
・
毛
通
。
『
騂
旄
』
謂
赤
毛
之
牛
、
必
言
『
旄
』
者
、
以
足
句
耳
」
と
述

、
、
、
、

べ
て
い
る
。
な
お
『
會
箋
』
は
息
軒
說
を
襲
用
し
て
い
る
。

⑦

「
○
○
之
盟
」
は
、
以
下
の
「
蔑
之
盟
」
隱

・
桓

・
「
盧
之
盟
」
隱

・
「
宿
之

01

17

03

盟
」
隱

・
「
艾
之
盟
」
隱

・
「
首
止
之
盟
」
僖

・
「
葵
丘
之
盟
」
僖

・
「
鹿
上

04

07

06

15

之
盟
」
僖

・
「
洮
之
盟
」
僖

・
「
踐
土
之
盟
」
僖

・
襄

・
昭

・
定

・
「
扈

21

26

29

20

04

01

之
盟
」
文

・
「
新
城
之
盟
」
文

・
「
穀
之
盟
」
文

・
「
黑
壤
之
盟
」
宣

・
「
清

08

15

17

07

丘
之
盟
」
宣

・
「
蟲
牢
之
盟
」
成

・
「
馬
陵
之
盟
」
成

・
「
宋
之
盟
」
成

・
襄

13

07

07

12

・
襄

・
襄

・
襄

・
昭

・
昭

・
昭

・
昭

・
「
令
狐
之
盟
」
成

・
「
戚

27

28

30

31

01

03

20

01

13

之
盟
」
成

・
「
督
揚
之
盟
」
襄

・
「
重
丘
之
盟
」
襄

8

・
「
薰
隧
之
盟
」
昭

・
「
大

17

20

2

02

室
之
盟
」
昭

・
「
宛
濮
之
盟
」
哀

・
「
夷
儀
之
盟
」
哀

等
で
あ
る
。
な
お
「
城

04

26

26

下
之
盟
」
は
桓

・
文

・
宣

・
哀

に
四
例
有
り
、
「
孫
桓
子
之
盟
」
は
襄

に

12

15

15

08

07

一
見
す
る
。

⑧

「
墓
門
有
棘
」
、
傳
「
墓
門
、
墓
道
の
門
」
。
瑞
辰
按
、
天
問
王
逸
注
曰
「
晉
大
夫
解

居
父
聘
吳
、
過
陳
之
墓
門
」
。
墓
門
蓋
陳
城
門
。
猶
左
傳
言
「
秦
師
過
周
北
門
」
。
王

尚
書
曰
「
襄
三
十
年
左
傳
『
晨
自
墓
門
之
瀆
入
』
、
杜
注
『
墓
門
、
鄭
城
門
』
。
墓
門

蓋
亦
陳
之
城
門
。
若
魯
有
鹿
門
、
齊
有
揚
門
、
宋
亦
有
揚
門
」
。
其
說
是
也
。
傳
以
爲

「
墓
道
之
門
」
、
失
之
。
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